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1.はじめに
デザインの世界に飛び込んで早いもので25年が過ぎよ
うとしている。内田繁のもとから独立してからも500件以
上のプロジェクトに携わってきたが，その中でも特に印象
深いプロジェクトに関して改めてまとめてみた。私自身で
も多数の店舗をデザインした「YohjiYamamoto」が六
本木ヒルズに出店したプロジェクトである。（図1）5年間
という期間限定の店舗であり世界中の旅行者も訪れる特別
なロケーションへの出店という話題性のあるこのプロジェ
クトで革新的なデザインをするデザイナーとのコラボレー
ションを行うこととなった。デザイナーの選定時から基本
設計実施設計設計管理を託され，私の強い希望もあり
メインデザイナーにロンアラッドを起用することとなっ
た。当時ロンアラッドは，建築やインテリアデザインは
あまり手掛けておらず，独創性の高い家具やアートワーク
を中心に活動をしていた。2002年春にロンドンのオフィ
スを訪ね主旨を説明すると心から喜んでくれすぐにでも現
場に行きたいとの話となった。国内外を問わずプロジェク
トの進行は，チーム間の信頼と情熱によるものが大きい。
この時，ロンアラッドアソシエイツ（以降RAA）のア
ーサブルーノとも出会ったのだが，彼とも直ぐに打ち解
け友情を感じることが出来た。そうしてアーサと私を中心
としたデザインプロジェクトチームが出来上がった。
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2.設計事前現場調査 ～ラフスケッチ
2002年7月にロンアラッドとアーサブルーノは，
現場視察の為に来日した。直ぐに六本木ヒルズの建築現場
へ向かい現場確認を行った。150坪ほどの広い現場へ入る
と中央にある3本の構造柱が気になると言い出した。
構造柱なので秩序良く並んでいるのだが，その秩序が気
に入らないとのこと。ロンお得意のスーパーインポーズで
この秩序を感じないようデザイン処理したいとのこと。
天井に関しては，あくまでフラットに処理したいが，照
明器具等に関しても秩序なく配灯したいとのこと。
ファザードの既存建築サッシュのシースルー感も大切に
し，他店舗との差別化として新たにフィルターを構築した
いとの希望があった。
私は普段の仕事において「関係の先行性」を意識してデ
ザインしている。これは極めて日本的な考え方であり，自
然物であれ，人工物であれ，あらゆるモノコトを受け入
れてそこから考えていくといった手法である。今あるモノ
コトの力を最大限に利用し，手を加えることは最小限とし
て調和を取っていく方法である。日本人は，強固な石垣を
家には造らず意識の隔たりの為の境界を作りそれが物理的
な遮断ではなく意識的な結界の為である比重が大きい。つ
まり西欧では伝統的に接近するエナミー等から身を守る為
の強固な壁が存在している。この場合，結果としてそれぞ
れが固有の存在となり個性を持つこととなる。一方日本の
場合は，木や紙といった弱い材料によって構成された家に
住み，生垣竹垣などといったこれまた弱い境界によって
囲い，自然を感じ周囲の気配を感じ，また気を配りながら
お互いに美徳を持って生きて来たのである。
この話をロンにするととても興味を持ったようでファザ
ードのガラスをハーフパイプのガラスとして内部が見え隠
れする竹垣のようなデザインにしたいということになった。
見るモノ，聞くモノその全てを吸収していくような，正に
デザイナーの中のデザイナーたる姿勢であった。
この時の訪問でロンがとても興味を持ったモノがもう一
つあった。それは，駐車場にあるターンテーブルである。
ヨーロッパにはあまり無いようでとても面白がっていた。
これは後々このプロジェクトにとって重要なポイントとな
るのだが，この時はその程度にしか感じていなかった。
その後，六本木ヒルズ施設全体の概要やローカルルール，
日本の建築法規，消防法などを説明したが，イギリスに比
べるとはるかに厳しいということだけ理解してそこは任せ
るから…と興味が無いようであった。
慌ただしい訪問であったがロンドン以来の再会とあって
現場調査やミーティングにてデザインの方向性に関する意
見交換が出来，とても中身の濃い数日間を送ることが出来
た。
彼らの帰国後しばらくは，デザイン契約の詳細な部分を
検討したり，六本木ヒルズとの様々な対応に追われていた。
そして11月にスケッチが出来たとロンアラッドから
CD-ROMが送られてきた。図2がその時の一部であるが，
既存の建築柱を「かまくら」のようなオブジェで覆いそれ
ごと回転させたいといったイメージであった。回転速度に
関しては，営業中は1時間に1回転程度の気付かないくら
いの速度で，閉店後は10分に1回転程度に速度を上げ通
行人へインパクトを与えたいといったものだった。法的な
問題は別として，当初の狙い通り革新的でインパクトのあ
るデザインに山本耀司はじめ日本側スタッフも驚いたのを
おぼえている。
3.基本設計（アイデアの視覚化）
2002年の11月にスケッチを受け取ってからまずは，そ
の内容を図面化する作業から取り掛かった。全ての仕事に
おいてそうしているのだが，基本図面化することで見落と
しがちな様々な問題点が視覚化できるのである。大幅なデ
ザイン変更が待ち受けているのは勿論であるが，この視覚
化がプロジェクトを進行させる上においてとても重要であ
ると考えている。RAAと私たちは勿論，六本木ヒルズ側，
施工会社とも視覚化した情報を早い段階で共有することで，
スケジュールを安定させ，様々な問題を早期に発見し対処
していくことが出来る。そして何よりも私自身のモチベー
ションを高く保つことが出来るのである。
全体を俯瞰して見ると図3のような構成である。右側3
台の回転する「かまくら」は，既存の構造柱を囲うように
構成されている。左側の1台は，擬似柱で構成され実際に
は内部に構造柱は存在しない。またこの回転するオブジェ
は，回転方向やスピードをプログラムにて変えられるよう
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図2 ファーストスケッチ
にしたいとの希望が書かれていた。このオブジェの大きさ
は，直径約5500mmとなかなか大きなモノで，回転させ
るには軽量に制作する必要がある。また不燃仕様にする必
要性からFRP等は使用できないなど，この計画のメイン
デザインに早くも多数の問題点が浮かび上がった。
回転させる動力に関しても六本木ヒルズというロケーシ
ョン上，外部に動力を設けるスペースもなく静音型で十分
な動力を確保しなくてはいけない事が判明した。
またファザードのハーフパイプガラスのスクリーンを通
した視覚イメージが図4，5である。オブジェが回転する
とレンズ効果で様々な表情を見せる。この時間軸をデザイ
ンに入れ込んでいくという私にとっても未経験なデザイン
への挑戦の輪郭が少し見え始めた。
回転の方向や速度を変化させると2度と同じ状態にはな
らないことに気付く。4台のオブジェは互いに様々な関係
性を見せながら常に変化し続ける。これは，日本における
侘び茶の精神「一期一会」を意識したものだとロンアラ
ッドから説明を受けとても感動した。東京でのミーティン
グ時の雑談で「武野紹と利休の庭掃除」の話をしたのだ
が，それが心に残ったらしく，彼なりに表現したいと言っ
ていたのを思い出した。
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図3 基本設計時全体イメージ
図4 基本設計時ファザードイメージ
図5 基本設計時ファザードイメージ
4.ループ（デザインの鍵1）
私が仕事を進める時のプライオリティーとして「面倒な
モノから片付ける」ことにしている。このプロジェクトに
おける最難関は，回転するオブジェをいかに成立させるか
である。これは，誰の目にもあきらかであり図面化したコ
トによりその問題点が一層浮き彫りとなった。
・特殊な形態のオブジェをどのように制作するか
・建築法消防法に合致する造形への変換
・回転するための動力の確保および回転方法
「かまくら」のようなシェル構造のオブジェは，散水障
害と見なされるのは明らかであり，FRPでの制作では不
燃物には出来ず，モルタル造形や金属での制作では荷重が
問題となり，現場での組立作業にも問題があった。六本木
ヒルズのけやき坂通り側には住宅棟が隣接しており，工事
時間騒音振動等にも十分な配慮が必要であった。抜け
口はデザインチェンジしかない事は明らかだった。
ロンドンと東京の双方で検討を重ね2003年春にロンド
ンでミーティングを開くこととなった。この時すでにイン
ターネットが普及してきており，毎日のメールのやり取り
や稀に電話での打ち合わせをしていたのだが，デザインの
鍵のミーティングをしたいのでこれは直接会って話そうと
いうこととなった。日本からは，私と河村稔氏（施工会社/
美留土），丸義則氏（ヨウジヤマモト/当時社長）の3名で向
かった。お互いに多数のスケッチを持ち寄り「回転するオ
ブジェ」の問題点を解決することから始めた。エアコンも
ないロンアラッドのスタジオはとても暑く，汗だくにな
りながらのミーティングであった。
1）はじめに980×980mmの体柱をR＝770mmのス
チール製ハーフパイプにて囲い円柱状の柱に加工する。
体柱の無い1本に関しても同様のハーフパイプで加
工する。スチールは，赤色に塗装された状態である。
（図6）
2）Φ1540mmの円柱状の柱に硬質ウレタンで成形した
ブラケットを上下に8本固定する。（図7）
3）40×80mmの楕円パイプで制作した「ループ」を下
段より積んでいく。これは真円パイプではその荷重に
耐えきれないとの判断によるものである。外形寸法で
3620×1660mmととても大きな「ループ」である。
ここに商品が多数かかると商品だけでも100kgを越
す重量となってしまうのである。「ループ」自体の荷
重を減らす目的で初めはイギリスでカーボンファイバ
ーでの制作を試みたが，均一に制作することがとても
難しく失敗した。その後イタリアはローマの金属加工
メーカーでのアルミニウム制作に切り替え，表面はカ
ーボンブラック調の塗装で仕上げることにした。（図8）
4）2分割で制作された「ループ」を柱周りのブラケット
にインロー方式にて下段より38段固定していく。こ
の「ループ」はブラケットに対してほんのかな遊び
がありそれ自身が回転できるようになっている。この
ことにより38段の「ループ」はそれぞれが自在に回
転し様々な造形を創ることが可能である。（図913）
アルミニウムで制作されループ状になっており消防設
備等の障害にもならない形状となった。
5）回転方法に関してだが，駐車場でのターンテーブルの
システムを応用することとした。通常は円板状のター
ンテーブルが回転しているのだが，ドーナッツ状のタ
ーンテーブルを体柱のまわりで回転させることとし
た。「ループ」を固定した円柱の柱はこのターンテーブ
ルに固定され共に回転する。体柱と円柱は非接触で
設置されているのである。株式会社井口機工製作所に
制作を依頼した。必要としたのは，室内に設置される
為，静音タイプであること，回転する床と店内の床の
隙間が少ないこと，メインテナンスが楽に行えること，
床下寸法が小さいことなど多数あるが，何よりもドー
ナッツ形状のターンテーブルを制作できるかであった。
これらの条件を満たす為に通常の2倍の静音型モータ
ーとローラー12台を設置することとした。（図1819）
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図6 体柱をハーフパイプで囲む
図7 ループ取付の為のブラケットを取付ける
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図8 下段より2分割されたループを取付けていく円柱自
体は，床のターンテーブルに固定され，自身もター
ンテーブルとともに回転する仕組みである
図9 3600×1620mmという大きなサイズのループ
ジョイントピースを挿みインロー方式で固定される
図10 3600mmのカンチに商品の重量が加わると真円パ
イプでは荷重に耐えられないことがシミュレーショ
ンにより判明した為，40×80mmの楕円パイプと
し強度を確保した
図12 棚ユニットをセットするとループは，ハンガーパイ
プから棚へと姿を変える。このユニットはアルミの
ハニカム構造にて軽量に制作されている
図13 天井近くまで38段のループを取付けると，天井と
床との間に浮遊するオブジェへとその姿を変える
図11 ループを積み重ねるとやがて大きな面状のオブジェ
が姿を現す。根気のいる作業だが，下段より順に組
上げていく
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図14 スタッキング後全てのループを同位置にした状態
巨大なパイプのオブジェが4台出現する。消防法等
もクリアーする形状となった
図15 ループを少しずつずらした状態
ひねる方向にもよるが，商品を陳列しなくても店舗
のエレメントとして十分に魅力的である
図16 全体的にひねりを入れループを螺旋状にした状態
直径5700mmもの大きさのオブジェが出現するの
である。CGでも解るが床や天井に写る影もとても
魅力的である
このループ全体が柱型のチューブとともに回転をす
る構成である為，回転方向の変化も含めて同じ状態
にはならない
図17 ランダムにループをセッティングした状態
実際にセッティングしてみるとこの状態が一番魅力
的であった
図18 棚板ユニットとハンガーユニットは，回転する角度
でその面積を自在にコントロールすることが出来る
図19 全てを棚ユニットにて構成した状態
実際には行わなかったがマスな感じがとても魅力的
である
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図21 ターンテーブル詳細図
図20 ループ詳細図
5.スクリーン（デザインの鍵2）
ループと並んでこのプロジェクトにおいて重要なエレメ
ントとなるのがファザードのサッシュである。ハーフパイ
プのガラスを連続して立てていき視覚的なイリュージョン
を起こすことが目的である。現在のガラス製造技術は，よ
り大きく，より平に，とした製品造りを目指して開発進化
してきている。その為曲面ガラスの制作を問い合わせると
各メーカー共に難色を示した。もちろん商業地域であるこ
とも消防法上での難易度を上げていた。既存のサッシュラ
インから床面積が変わってしまうラインへの設置だと施設
全体の様々な建築計画や消防計画に影響が出てしまう為，
避けなければならなかった。天井高さ 3500mmに直径
750mmほどのハーフパイプのガラススクリーンを連立さ
せるのである。
中間サッシュ無しでジョイント部分を，難燃型コーキン
グで収めていく難工事に，AGC旭硝子が制作へ名乗りを上
げてくれた。このプロジェクトの為に簡易型を制作し，曲
面だが透明度の高いガラススクリーンの制作をしてくれた。
この難燃型コーキングは，ロンアラッドの希望で赤色
に着色することとなり，耐候性耐水性等のテストを経て
鮮やかな彩りをファザードに加えてくれた。ハーフパイプ
形状のガラススクリーンだが，コーキングを打つ為に曲面
で終わっているのではなく半円＋50mm程の伸びしろで
形成されている。
図23は竣工時のガラススクリーンである。
床と天井部分は，ステンレス製のサッシュフレームに俗
に言うフレームレスの収まりとなっている。ハーフパイプ
同士のジョイント部分が赤色の難燃型コーキングである。
バッカー材が存在しない状況でのコーキングである為，コ
ーキング時のみ着脱式のバッカー材を当てて作業した。
5年といった期間限定店舗であるとはいえ，自然災害や
いたずらによって破損した時のことを考えるとゾッとした
が，このスクリーンを制作してくれたAGC旭硝子の情熱
に感銘を受けた。当にプロの仕事である。
この日の現場写真をロンドンへメールすると直ぐに
「Bravo!!Perfect!!」
とうれしい返信が来たのを覚えている。仮囲いを外さない
とけやき坂通りからの景色は確認できないが，昼夜を問わ
ずこの店舗の重要なエレメントとなり，通行人へ興味を与
えてくれるだろうことは確信できた。日本的なイメージで
はないが奥ゆかしさは感じた。
竣工後，このハーフパイプには時々ボディーがセットさ
れそのレンズ効果とともに通行人を楽しませていた時にこ
のスクリーンがフラットであったらどうであろうか？ と
想像したりもしたが，この「気になる」感は，曲面ガラス
ならではのものであり，未来を感じさせてくれた。特殊ガ
ラスゆえに掃除用のジグも制作しメインテナンスにも対応
し，5年間を無事終了できて良かったと思っている。
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図22 ファザード曲面ガラスイメージ
図23 竣工時ファザード曲面ガラス
6.カウンター（デザインの鍵3）
無彩色で構築されている空間にインパクトを与えている
のが真っ赤な大型レジカウンターである。
厚さ50mmのL型のレイヤーを22段積層し1100mm
の高さに制作するデザインである。8120×5200mmとい
うとても大きいサイズであり，運搬して来ることは出来ず，
現場でジョイントして組立てなければならない。パーツは
0.25°ずつずらして積層されている。このL型のレイヤー
は1.6mm厚のボンデ鋼板を加工して制作した。内部に角
パイプで構成されたフレームが内包されている。
ところどころに収納や電源電話LAN配線などの機
能を設置する為に，各レイヤーは同じ形状が2つとなく，
組立は多数のパーツを番号通り慎重に積層させていかなけ
ればならない。スチール製のパーツであり重量もある。ま
た，仕上げはメラミン焼付塗装のため工場で仕上げられて
来る。現場での修正がほぼできない為，一発勝負での組立
になる。
この制作及び組立は株式会社美留土の河村稔氏，佐々木
達也氏が担当してくれた。「ループ」同様ロンアラッド
は当初カーボンファイバーでの制作をイメージしていた。
図24が当初のイメージである。カーボンファイバーの表
面独特の光沢感を期待した，とてもシックなデザインであ
る。置かれる商品群もモノトーンが大半であり全体として
質感の違いをテーマとしていた。
しかしながらイギリスでのカーボンファイバーでの試作
に失敗した為，カウンターに関しては日本でスチール制作
にて仕上げることとなった。
22枚のレイヤー全ての図面を作成し工場にて制作後，
現場組立という根気のいる作業である。また，モノトーン
のカウンターでは現場でのインパクトに欠けるとの判断で
赤色に塗装することとなった。この現場は全体としてモノ
トーンで仕上げられているので，結果としてこのカウンタ
ー（図25）が空間に動きを与えるといった好効果を生んで
いる。
全長13,000mmを超えるカウンターは，オペレーショ
ン上不都合な面もある。しかしながらそのインパクトは，
それを越えるモノが十分過ぎるほどありデザインの重要な
要素となった。5年の店舗運営期間が過ぎた後，このカウ
ンターとループは，パリのポンピドゥーセンターに買い
とられ企画展のカウンター等として使用されていた。こう
した移送が可能であったのは，ドライジョイントによる構
成パーツならではのことである。湿式での施工であったな
ら廃棄以外なかったであろう。
2009年1月にパリを訪れた際，このポンピドゥーセ
ンターで行われていた「RONARAD/NODISCIPLINE」
を見てループやカウンターと再会した時のことはよく覚え
ている。期間限定での「モノつくり」に対する自分の中の
モヤモヤが，少しだけ解放されたように感じたのだ。この
経験は，その後の自分のデザインのターニングポイントと
なった。
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図24 実施設計時カウンターイメージ
図25 竣工時カウンター
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図26 サッシュ詳細図
図27 レジカウンター詳細図
7.実施設計 ～設計監理
デザインの鍵と思われる「ループ」「スクリーン」「カウ
ンター」の方向性が決まり制作に入ると同時に，設備環境
を整える作業が行われた。
空調に関してであるが，将来的なメインテナンスも考慮
してエアハンのパッケージをストックルーム内に設置して
ダクティングによりアネモからの吹き出しとした。あえて
スリットではなく丸型のアネモを使用したのは，それがロ
ンアラッドからのリクエストであったからである。方向
性を感じるモノは極力排除して欲しいというのが，当初か
らの彼の希望である。
リターンに関しては，ループの天井設置部分の周囲，壁
面と天井との入隅周囲などにスリットを設け天井内チャン
バー方式として解決している。このことにより天井には，
ランダムに設備が設置される。軽鉄にて構成される天井下
地に最低限の規則性を持たせないと強度制作面ともに効
率が良くないため慎重にレイアウトを行った。
照明計画に関しては，ヤマギワに協力をしてもらいイタ
リア製照明メーカーイグッチーニを中心に計画すること
とした。空調アネモとほぼ同寸法のユニット式の照明器具
があるのもこのメーカーを選定した理由の一つである。
スピンライトという名の照明器具は，内部にマイクロ
CDMのユニバーサルタイプスポットライトを装備した
機種でループやディスプレイの変化にも対応しやすいとの
判断によるものである。
下図28は実施設計時のパースペクティヴである。カウ
ンターは，カーボンファイバーでの制作時のシーンである。
次頁の図29は実施設計時の平面詳細図である。
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図28 実施設計時全体イメージパースペクティヴ
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図29 実施設計図平面詳細図
図30，31，32はイメージと実施設計図面である。六本
木ヒルズのけやき通り沿いを西麻布方面から下って行くと
右側に見えて来るロケーションである。ベージュ系のライ
ムストーンでまとめられた全体環境に，曲面を多用したガ
ラスのファザードが目に飛び込んでくる。その曲面ガラス
の微妙な歪み越しに巨大な「ループ」がゆっくりと回転し
ながら鎮座しているのである。特に閉店後の夜間時にウイ
ンドウショッピングを楽しむ多数の観光客へのアピールを
期待したレイアウトになっている。カーボンファイバー色
の巨大なオブジェに商品がハンギングされ回転する。その
奥に赤い巨大なカウンターが彩りを加えているのだ。
当初のロンアラッドの描いたイメージ通り，既存の建
築柱は姿を消し床と天井の間に4つの巨大なオブジェのみ
が回転しながら存在するという構成となった。
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図30 ファザード 図31 店内イメージ
図32 実施設計図南北東西展開図面
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図33 竣工時 図34 竣工時
図35 竣工時
8.ロンアラッド（RonArad）
1951年イスラエルのテルアビブに生まれる。
1981年キャロリントールマンと共にスタジオワー
クショップなどの機能を持つスタジオ「OneOff」を設立。
コヴェントガーデンのショールームで発表されたローバ
ー社のシートと鉄パイプで作られた椅子「RoverChair」
にて華々しいデビューを飾る。
当初実験的だった彼の作品は，マスプロダクツの中でい
かにアート性を発揮できるかという方向に展開し，コンス
タントにプロダクトを発表し大成功をおさめる。
現在，デザインフィールドは建築や映像表現にまで及び，
ますますアート性豊かなデザインワークを続けている。
http:/www.ronarad.co.uk/
9.おわりに
こうしてあらためてこのプロジェクトを振り返ってみる
と，よく形になったな…と思うのである。山本耀司氏から
依頼があってから実質1年半ほどのプロジェクトであった
が，全ての出会いが用意されていたかのごとくデザインの
事だけに集中して進んでいった日々であった。もちろんプ
ロジェクトに参加した全メンバーは，他の仕事も進めなが
ら仕事をしていたわけであるが，未経験の造形に胸を躍ら
せながら何度も何度も意見を交わしたのを覚えている。
ロンアラッド氏のデザインの始めから終わりまでに寄
り添い仕事が出来た事は，私にとっても貴重な経験であり
自信にもつながっている。またRAAのアーサブルーノ
氏には特に感謝している。毎日のメールや電話，ロンドン
東京での打ち合わせにおいても彼のお陰でスムーズに進行
できた。
日本の施工チームでは，株式会社美留土の河村稔，佐々
木達也両氏には，特に感謝している。両氏との仕事上での
付き合いは長く，私の最も信頼出来るパートナーであるが，
その信頼以上の施工をしてくれたと思う。
素晴らしい竣工写真は，中道淳氏によるものである。筆
者のデザインのほぼ全ては彼による撮影であり「唯一無二」
の存在である。ロンアラッド氏も絶賛していた。
そして我がstudiomebiusスタジオの福原俊介，石原晢，
池松真美子も期待にしっかりとこたえてくれた。あらため
て感謝したい。
竣工後，ヨーロッパを中心とした多数のメディアからの
取材を受け，ロンアラッド氏のデザインに対する注目度
の高さを改めて実感した。またその取材記事全てに恐縮に
もコラボレーターとして私の名前もクレジットされており
大変恐縮している。是非また日本にロンアラッドのデザ
インを出現させたいとあらためて思うのである。
図2,3,22,24,28,30,31,36,37,38,39/RonAradAssociates
（RAA）
図20,21,26,27,29,32/studiomebius
図419/RAA＋studiomebius
図1,23,25,3335/Nacasa& PartnersInc.
（なかだ しろう 環境デザイン学科）
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図36 ロンアラッド
図37 TheBigE図38 Tom Vac
図39 DesignMuseum Holon
